
 

2018 年 10月 2日 
 

記憶に残る快適ナビの公開デモ展示と実証実験 in 宮津 
―ビッグデータと AIから見える安全安心な Comfortable Smart Cityへ向けて― 

 
概要 
 京都大学大学院情報学研究科 アダム・ヤトフト 特定准教授、京都産業大学情報理工学部 秋山豊和 教授、
河合由起子 同教授、奈良先端科学技術大学院大学研究推進機構 若宮翔子 博士研究員、荒牧英治 特任准教授、
九州大学システム情報科学研究院 川崎洋 教授らが研究開発した「多様な歩行者への安全かつ魅力的で覚えや
すいルート推奨システム」を宮津市の和火（やわらび）にて公開デモ展示し、一部の実証実験を行います。 
 総務省 SCOPE重点領域型研究開発（課題番号＃171507010）の一部委託をうけ研究開発した「記憶に残る
快適ナビ〜ビッグデータと AIから見える安全で安心な Comfortable Smart Cityへ向けて〜」を、京都産業大
学と包括連携協定を締結している宮津市において開催されるイベント和火 2018（やわらび 2018）において公
開デモ展示し、実証実験を行います。展示では、SNSデータやGoogleストリートビュー画像データから地理
上の（１）Visual diversity（視覚的多様性）、（２）Color（色彩）、（３）Comfort（快適さ）を分析・抽出する
ことで、発見性の高いルートや緑の多いルート、母親にとって安心なルートといった安全安心で心地良いナビ
をデモンストレーションします。また、実証実験では、人気の店舗や名所、人通りの多い通りや、昼間と夜と
いった時間帯により変化するそれらをランドマークとして抽出することで目的地までスマホのルックアップ
回数を減らすことができ記憶に残る散策ナビのアプリの提供に加えて、事前承認による属性付き人流データ収
集と分析を行います。 
 
■開催日：10月 6日（土）〜7日（日） 
■開催場所：宮津市浜町「道の駅 海の京都」内展示ブースおよび亀ヶ丘児童遊園展示ブース 



 
 

１．背景 
欧米の主要都市では駅を中心として大量のセンサを埋め込み、電車等の情報をデジタルサイネージやスマー

トフォン等に配信し、利用者を効率よく目的地に誘導するといったスマートシティ構築を産官学が連携して推
し進めています。大阪でも FESTIVAL プロジェクトにおいて、都市部における Smart ICT 実証実験環境の構
築が進められてきました。 
しかし、スマートフォンを手に持ちながら移動することは危険を伴うことが指摘されている他、GPSの精度

が低いと自分がどこにいるのかが分からなくなることがあるなど、ナビゲーション時の課題解決が望まれてい
ます。特に旅行先や震災などでは、そのニーズが高いと言えます。  
 
２．本技術・実証実験のポイント 
 SNSデータや Google Street Viewの画像データ、Wi-Fiパケットセンサによる人流データといった多種

多様なデータ分析により、地理上の（１）Visual diversity（視覚的多様性）、（２）Color（色彩）、（３）
Comfort（快適さ）の３つの特徴を解析・抽出します。 

 抽出された３つの特徴から、緑の多いルートや犯罪の少ないルート、通勤や散歩を楽しみたいといった安
全安心で心地良い、快適な道案内を自動で提示します。 

 昼間や夜といった時間帯により変化する人気の店舗や通りをランドマークとして抽出し、目印として利用
することで、環境の変化に応じた道に迷いにくい道案内を自動で提示します。今回、宮津市で開催される
和火イベントで実証実験を実施します。 

 また、出身地や年齢層など、属性に応じた人の流れの違いについて調査可能にするため、インセンティブ
を活用した事前承諾による人流データの収集および分析を行います。 

 震災時の避難経路や、オリンピックなどの大規模イベントの際の道案内としても利用可能です。 
 
３．本技術の詳しい内容 

Google Naviを確認しながら移動するユーザは急増していますが、移動しながら小さな画面を見て経路を確
認することは危険を伴います。ランドマーク・ナビゲーション（以下ランドマークナビ）では、人が記憶しや
すいランドマークを抽出することで、効率性ならびに安全性の高いナビが実現できます。 
これまで我々はランドマークナビとして、郵便局やコンビニのような近くまでいかないと視認できないが、

ユーザの現在位置を高い精度で同定できるもの（点のランドマークと定義）、京都タワーやスタジアムなど、
遠方からでも視認できるが、現在位置をおおよそにしか同定できないもの（面のランドマークと定義）、さら
に電車通りや河川のように、近くまで行かないと視認できないが、その範囲が線状に広がりを持つもの（線の
ランドマークと定義）の３つ（点と線と面）を視認性と注目度に基づいて抽出し、従来なし得なかった数種類
のランドマークを同時に利用可能なナビゲーションを実現してきました（UbiComp2016、インタラクション
2015）。 
今回、新たにGPS 付きモバイル端末（スマートフォン）から得られる Consumer Generated Media の SNS

データ（Twitterと Foursquare）に加えて、Google Street Viewと Flickrから得られた通りの画像データ、オ
ープンデータとなる犯罪データを複合的に分析することで、（１）Visual diversity（視覚的多様性）、（２）Color
（色彩）、（３）Comfort（快適さ）の３つの特徴を解析・抽出しました。 

1つ目の「視覚的多様性」により、ルート上に様々な外観の店舗や建物が多いことで、発見と探検の機会が
増え、例えば、興味深い旅を経験できる可能性をもっています。提案手法は、Google ストリートビューの街



 
 

の大量画像を収集し、その経路に沿って視覚的変化の割合を算出しています。 
 2つ目の「色彩」により、都会にいても緑の多い環境に触れることで健康と幸福に良い影響を与えると考え
ています。これは不快な環境は血圧や心拍数、筋肉の緊張を高める一方で、都市の緑地を知覚することはスト
レス軽減に効果的であるとの報告に基づいています。提案手法は、Google ストリートビューの画像から機械
学習によりいくつかの視覚的手がかりを抽出し、それに基づいて経路の心地よさスコアを測定します。視覚的
手がかりとは、色彩（特に緑色）と明るさの比率、また舗道に沿った公園や樹木、湖といったものです。 
 3つ目の「快適さ」では、赤ちゃんを育てる母親やお年寄りなど特別なタイプのユーザに焦点を当てていま
す。 母親にとって混雑した通りや狭い通り、また舗装されていない通りは歩くことが難しい場合があります。 
赤ちゃんを連れた母親が頻繁に使用する通りの情報は、特殊なルートの推奨に使用できます。私たちのシステ
ムでは、特別な分類方法に基づいてベビーママ（赤ちゃん連れの母親）である Twitter ユーザを検出し、その
後ジオタグ付きのツイートを使用して、歩いている場所を検出しています。 
また、Wi-Fiパケットセンサから得られた人流データも加えることで、昼と夜という時間帯によって変化す

るランドマークも抽出します。また、出身地や年齢層など、属性に応じた移動傾向の違いについて調査可能に
する上で、事前承諾を得た人流データの収集は重要な課題であり、今回、Free Wi-Fiの利用権や地元の重要文
化財の観覧権といったインセンティブを活用した事前承諾に基づく人流データの取得に関する実証実験を行
います。 
 これら新しい技術により、少ない数のランドマークを記憶して、スマートフォンなどで地図を確認するルッ
クアップ回数を減らしつつ、周りの景色やイベントを楽しみながら目的地に到達することができます。 
 なお、この技術は、2018 年 4 月にフランスのリヨンで開催された、情報学分野では世界最高峰の国際会議
「the Web Conference (WWW2018)」に採択され、デモンストレーションを行っています。 
 本研究開発は今後、情報通信研究機構（NICT）の委託研究「日欧が連携する都市型 Smart ICT 実験環境の
創出とアプリケーション実証（FESTIVAL プロジェクト）」の成果として得られた、都市部におけるセンシン
グデータならびに実証実験環境の活用により、更なるシステムの改良ならびに実証実験を行っていく予定です。 
 
■ 公開デモサイト ■ 
Comfortable Navi Beta route search 
 http://delab.kyoto-su.ac.jp/nav/kyoto/map 
 http://delab.kyoto-su.ac.jp/nav/sf/map 
Landmark Navi Beta route search 
 http://www.cvg.ait.kyushu-u.ac.jp/lmnavi/index_jp.html 
AR Landmark Navi Beta route search 
 http://www.cvg.ait.kyushu-u.ac.jp/lmnaviar/index_jp.html 
 
４．本実証実験の協力機関 
 本実証実験は、京都府宮津市と海の京都 DMOの協力により実施されます。 
 
＜お問い合わせ先＞  
Adam Jatowt （アダム・ヤトフト） 
京都大学大学院 情報学研究科 社会情報学専攻 特定准教授  



 
 

TEL：075-753-5909 
E-mail：adam@dl.kuis.kyoto-u.ac.jp 
※尚、日本語による問合せをご希望の際には奈良先端科学技術大学院大学にご連絡下さい。 
 
秋山 豊和（あきやま・とよかず） 
京都産業大学 情報理工学部 教授 
TEL：075-705-1531 
E-mail： akiyama@cc.kyoto-su.ac.jp 
 
荒牧 英治（あらまき・えいじ） 
奈良先端科学技術大学院大学 研究推進機構 特任准教授  
TEL：0743-72-6053 
E-mail： socialcomputing-office@is.naist.jp 
 
川崎 洋（かわさき・ひろし） 
九州大学 教授  
TEL：092-802-3571 
E-mail： koffice@ait.kyushu-u.ac.jp 


